
























ノウォンジョン 2008; 水野 2011）。
　2000年代に入ると，IT産業における日韓関係は新たな様相を呈するようにな
った。第1に，韓国におけるIT部材・機械類の生産拡大と一部の分野での輸出産

























































































































































































































































































































































































熱処理 テラセミコン, ビアトロン ビアトロン, 光洋
ELA APシステム 日本製鋼所
TFT工程
洗浄 ウェット/ドライ セメス, FNSテック DMS, KCテック
成膜
プラズマ




露光 ニコン, キャノン ニコン, キャノン
コーター KCテック, セメス, STI DMS, STI
エッチング
ドライエッ
チャー ICD, ウォニックIPS インべニア, ICD, 東京エレクトロン
アッシャー ICD インべニア, ICD
ウェット
エッチャー KCテック, FNSテック DMS, KCテック
ストリッ











OLED蒸着 蒸着 蒸着機 キャノントッキ ヤス, キャノントッキ, サニック・システム




フトオフ APシステム, フィル・オブティクス EOテクニクス





グ装置 フィル・オブティクス, EOテクニクス EOテクニクス
ボンディング ジェイステック, ファインテック






徳山ネオラックス, 斗山電子 出光興産, メルク
赤




燐光材料：サムスンSDI, UDC, 日鉄 燐光材料：メルク, LTメタル
蛍光材料：斗山電子 蛍光材料：出光興産, LTメタル
ドーパント UDC UDC












　　（2） 表中の略語は以下のとおりである。LTPS (Low-temperature Poly Silicon: 低温ポリシリコン)，TFT　
(Thin-Film Transistor: 薄膜トランジスタ)，OLED (Organic Light Emitting Diode: 有機発光ダイオー
ド)，ELA (Excimer Laser Annealing: エキシマレーザアニール)，HIL (Hole Injection Layer)，HTL (Hole 









































区分 韓国 日本 アメリカ ドイツ
フォトレジスト及び
電極素材
70 30 － －（東進, ナノ新素材） （チッソ）
正孔注入材料
（HIL）
90 10 － －（LG化学, 斗山） （出光）
正孔輸送材料
（HTL）
51 21 － 28（斗山，徳山） （出光） （メルク）
発光材料
（EML）
45 27 10 18
（徳山, LG化学） （出光） （UDC） （メルク）
電子輸送材料
（ETL）
42 58 － －（サムスンSDI, SFC） （出光など）
カラーレジスト及び
ブラックレジスト
80 20 － －（東進, C&Aインダストリ） （住友）
薄膜封止
（空気浸透防止）
100 － － －（LG化学, サムスンSDI）








































































































































































ァン 2019; チョンウンギョン 2019, 59）。このため，フッ化物の合弁事業では，日
系サプライヤーが日本製の原液と精製設備を提供し，韓国の工場ではこれらを使
って追加的な精製・配合を施すかたちで生産活動が行われている（チョンウンギ





























た（インタビュー 2012b; 2012c; 2012e; 2018）。























































































































































































































































































止にした（ファンジョンス 2019）。LGディスプレイは，2017 ～ 18年に第3.5世代向け（P2）工場，



































































































































クノロジーも中国での現地生産に着手した（東進セミケム 2017, 190; KOTRA 













































































































オプトロニクス 2019.「IHS, 混沌を増すディスプレー市場について報告」OPTRONICS ONLINE, 
2月15日（ http://www.optronics-media.com/news/20190215/55604）．




















［PI필름 일본 수출규제 타격 막대 코오롱 한발 늦었다！］『化学ジャーナル』［화학저널］
29（23）: 20-25.
キムヨンミン［김영민］ 2019. 「サムスン，『脱日本』突入：半導体工場に国産フッ化水素代替投入」
［삼성 ‘탈일본’ 돌입：반도체 공정에 국산 불화수소 대체 투입］『中央日報』9月3日.
キムジニョン・ノウォンジョン［김진용・노원종］2008. 『対日貿易不均衡固着化の原因と今後
の政策課題』［대일 무역역조 고착화의 원인과 향후 정책과제］韓国銀行調査局国際貿易
팀［チーム］.




체산업 생태계 조성과 글로벌 경쟁력 강화 위한 국회세미나］6月3日, 韓国国会議員会
館.
キムヒョンジン［김현진］ 2018. 「技術力と市場占有率，世界1位の競争力を確保する：KEIT支援
ディスプレイ産業のR&D成果分析」［기술력과 시장점유율, 세계1위 경쟁력 확보하다: 
KEIT지원 디스플레이산업의 R&D성과분석］『今月の新技術』［이달의 신기술』（56）: 54-60.
デイコ産業研究所［데이코산업연구소］ 2018. 『フレキシブルデバイス時代に対応するOLEDディ
スプレイと次世代ディスプレイの開発動向及び市場展望』［플렉시블 디바이스 시대에 대
응하는 OLED 디스플레이와 차세대 디스플레이 개발 동향 및 시장 전망］ デイコ産業研
究所 ［데이코산업연구소］.
東進セミケム［동진쎄미켐］ 2017. 『（国内最初で世界最高へ）東進セミケムの挑戦50年：1967-
2017』［（국내 최초에서 세계 최고로）동진쎄미켐 도전 50년：1967－2017］ 東進セミケム
［동진쎄미켐］. 
『マネートゥデイ』［머니투데이］ 2019. 「（単独）サムスンに会った日本企業，『我々が政府を説
得…取引を維持してくれ』」［（단독）삼성 만난 日업체 “우리가 정부 설득…거래 유지해
달라”］8月12日.
パクジェグン［박재근］ 2015. 「討論1　中国メモリ半導体の参入にともなう2025年技術及び産業
の超格差達成のためのメモリ半導体産業準備戦略」［토론1 중국 메모리 반도체 진입에 
따른 2025년 기술 및 산업 초격차 달성 위한 메모리반도체 산업 준비 전략］ 国家未来研
究院主催「産業競争力フォーラム第5回セミナー」［국가미래연구원 주최「산업경쟁력포
럼 제5회 세미나」］플라자호텔［プラザホテル］ 12月3日.
― 2019. 「日本政府の輸出規制及びホワイトリスト除外による国家的対応：国内半導体・デ
ィスプレイのグローバル水準育成の中長期戦略」［일본 정부 수출규제 및 화이트리스트 




이 소재 수출규제에 대한 과학기술계 대응방안」］良才洞エルタワー・ゴールドホール［양
재동 엘타워 골드홀］ 8月7日.
ペオクジン［배옥진］ 2019. 「［（イシュー分析）素材国産化，再び始めよう<2>ディスプレイ…
LCD・OLED核心素材，外国産依存，変わらず」［（이슈분석）소재 국산화，다시 시작하
자 <2>디스플레이…LCD・OLED 핵심 소재 외산 의존 여전］『電子新聞』7月8日.
ペオクジン・クォンゴノ［배옥진・권건호］ 2019. 「LGD中国広州工場，初期稼働『苦戦』」 ［LGD 
中 광저우 공장 초기 가동 ‘고전’］『電子新聞』10月23日.
BP技術取引・BPJ技術取引［비피기술거래・비피제이기술거래］ 2019. 『ディスプレイ産業分析報














역흑자 1000억불 시대）소재부품 4대강국 꿈을 현실로：소재부품기술개발사업 우수성
과 사례집］韓国産業技術評価管理院.
ソルヨンテ［설용태］ 2004. 「ディスプレイ部品材料及び装備技術」［디스플레이 부품 재료 및 장
비기술］『半導體』（194）: 2-18.
ソンヒョンヒ［성현희］ 2014. 「サムスン・LGディスプレイ，OLED素材部品装備の国産化『総力』：
一部成果の可視化」［삼성・LG디스플레이, OLED소재부품장비 국산화 ‘총력’：일부 성
과 가시화］『電子新聞』5月15日.
ソンビョンムン［손병문］ 2015. 「LG化学，中国偏光板増設，1億ドル投資…『1位を確実にする』」 
［LG화학, 中 편광판 증설 1억弗 투자… “1위 굳힌다”］『EBN』3月31日.
LGディスプレイ［LG디스플레이］ 2019. 「中国広州OLEDパネル工場竣工，LGディスプレイ，
OLED TV1,000万台時代加速化」［중국 광저우 OLED패널 공장 준공, LG디스플레이, 
OLED TV 1,000만대 시대 가속화］ LGディスプレイニュースルーム［LG디스플레이 뉴
스룸］ 8月30日 （http://www.lgdisplay.com/kor/prcenter/newsView）.
イドクファン［이덕환］ 2019. 「経済報復の手段となってしまったフッ化水素」［경제보복의 수단
이 돼버린 불화수소］『NEWS INSIGHT』国家未来研究院, 7月22日 （https://www.ifs.or.kr/
bbs/board.　php?bo_table=News&wr_id=2455）.
イミヘ［이미혜］ 2019a. 「ディスプレイ産業の展望及び競争力」［디스플레이산업 전망 및 경쟁력］
『イシュー報告書』［이슈보고서］ 2019（13）: 1-11.
― 2019b. 「日本の半導体・ディスプレイ素材の輸出規制及び影響」［일본의 반도체・디스플
레이 소재 수출규제 및 영향］『イシュー報告書』［이슈보고서］ 2019（19）: 1-6.
知識経済部 2012. 『新成長動力装備　開発ロードマップ』［신성장동력장비 개발로드맵］.
チョンウンギョン［전은경］ 2019. 「半導体生態系の造成を通じた素材装備国産化率の引き上げ」
［반도체 생태계 조성을 통한 소재장비 국산화율 제고］『日本の輸出規制に対する緊急討
論会：安倍内閣の経済挑発の意味と我々の対応』［일본의 수출규제에 대한 긴급토론회：
아베 내각의 경제도발 의미와 우리의 대응］ 大韓民国国会，7月25日.
『電子新聞』2019. 「日本の代替供給先として浮上したベルギーにサムスン，EUV用フォトレジ
スト調達中」［日 대체 공급선으로 떠오른 벨기에 삼성, EUV용 포토레지스트 조달 중］ 8
月26日.
KOTRA 2016. 「中国最高のLCD/半導体Chemical Makerを夢見て/ENFテクノロジー」［중국 최고의 
LCD/반도체 Chemical Maker를 꿈꾸며／ ENF 테크놀러지］KOTRA『世界に広がる我が国




도체장비산업 현황 및 발전방안］『KEIT PD Issue Report』13（11）: 113-137.
チェインジュン［최인준］ 2019. 「LGディスプレイ，フッ化水素100％国産化に代替完了」［LG디
스플레이, 불화수소 100% 국산으로 대체 완료］ 『朝鮮日報』10月15日.
韓国貿易保険公社産業政策調査チーム［팀］ 2019. 『ディスプレイ産業の技術・市場動向：フォ
ームファクター革新とOLED競争』［디스플레이산업 기술・시장동향：폼팩터 혁신과 
OLED 경쟁］韓国貿易保険公社.
韓国産業技術評価管理院 2019. 「2018年の研究開発の主要成果及び2019年の推進計画　ディスプ
レイ」［2018년 연구개발 주요성과 및 2019년 추진계획 디스플레이］『KEIT PD Issue 
Report』19（1・2）: 58-65.
韓国産業技術評価管理院・大中小企業協力財団 2013. 『2012購買条件付き新製品開発事業優秀成
功事例集』［2012 구매조건부 신제품개발사업 우수 성공 사례집］中小企業庁.
韓国経済研究院 2019. 「半導体・ディスプレイ化学素材，日本企業の平均R&D支出額は韓国の41
倍」［반도체・디스플레이 화학소재, 日기업 평균　R&D 지출액 韓의 41배］報道資料, 8
月25日.
ハンチュヨプ［한주엽］ 2019. 「半導体装備・部品・素材産業の育成及びグローバル競争力の強化」
［반도체 장비・부품・소재 산업 육성 및 글로벌 경쟁력 강화］『半導体産業の生態系の
造成とグローバル競争力強化のための国会セミナー』［반도체산업 생태계 조성과 글로벌 
경쟁력 강화 위한 국회세미나］韓国国会議員会館, 6月3日.
ホウン［허웅］ 2016. 「電子素材　サムスン・LG，LCD捨てて半導体へ…」［전자소재 삼성・LG, 
LCD버리고 반도체로…］『化学ジャーナル』［화학저널］ 26（33）: 25-27.
『化学ジャーナル』［화학저널］ 2019a. 「韓・日合弁を通じて国産化，日本の輸出規制を克服す
る！」［한・일 합작 통해 국산화, 일본 수출규제 극복한다!］ 7月15日.
― 2019b. 「精密化学の高付加化の失敗が化学素材の貿易紛争を呼んだ！」［정밀화학 고부가
화 실패가 화학소재 무역분쟁 불렀다!］ 7月22日.
ファンジョンス［황정수］ 2019. 「脱LCD加速…サムスン・LGディスプレイ，減産突入」［脫LCD 
가속…삼성・LG디스플레이 감산 돌입］『韓国経済』9月16日.
ファンチョルソン［황철성］ 2019. 「3次メモリ半導体戦争と我々の対応」［3차 메모리 반도체 전
쟁과 우리의 대응］『日本の輸出規制対応　戦略物資と技術競争力の確保のための研究人
材育成討論会』［일본 수출규제 대응 전략물자 기술경쟁력 확보를 위한 연구인재 육성 토
론회］韓国国会議員会館, 9月25日.
〈英語文献〉
Annis, Charles 2019. “BOE Becomes Worldʼs Largest Flat-Panel Display Manufacturer in 2019 as China 
Continues Rise to Global Market Dominance.” IHS Markit. June 4. 
Hobday, Michael 1995. Innovation in East Asia: The Challenge to Japan. Cheltenham: Edward Elgar.
Hu, Iris 2019. “TV Panel Price Plunge in June, with No Signs of Stopping in July, Says TrendForce.” 
TrendForce Press Release. July 5（https://press.trendforce.com/ press /20190705-3269.html）.
IC Insights 2019a. “Can We Believe the Hype about Chinaʼs Domestic IC Production Plans?” Research 
68
Bulletin. June 13.
― 2019b. “U.S. Companies Dominate Worldwide IC Marketshare.” Research Bulletin. June 18.
LG Display 2018. 2017 Annual Report (Form 20-F). Washington, D.C.: United State Securities and 
Exchange Commission.
― 2019. 2018 Annual Report (Form 20-F). Washington, D.C.: United State Securities and Exchange 
Commission.
Yoshioka, Hidemi 2016. “Industrial Development and Linkage Formation in Korea: A Case Study of the 
FPD Industry.” In Varieties and Alternatives of Catching-up: Asian Development in the Context 
of the 21st Century, edited by Yukihito Sato and Hajime Sato. London: Palgrave Macmillan-IDE 
JETRO.
〈インタビュー・リスト〉
インタビュー 2012a. 在韓日系半導体・FPD材料サプライヤーにて行った筆者らによる企業関係
者への聴き取り，9月4日。
インタビュー 2012b. 在韓日系半導体・FPD製造装置サプライヤーにて行った筆者らによる企業
関係者への聴き取り，9月5日。
インタビュー 2012c. 在韓日系FPD材料サプライヤーにて行った筆者らによる企業関係者への聴
き取り，9月7日。
インタビュー 2012d. 在韓日系半導体・FPD材料サプライヤーにて行った筆者らによる企業関係
者への聴き取り，9月7日。
インタビュー 2012e. 在韓日系半導体・FPD製造装置サプライヤーにて行った筆者らによる企業
関係者への聴き取り，9月24日。
インタビュー 2013a. 在韓日系材料サプライヤーにて行った筆者らによる企業関係者への聴き取
り，11月6日。
インタビュー 2013b. 在韓日系半導体・FPD材料サプライヤーにて行った筆者らによる企業関係
者への聴き取り，11月7日。
インタビュー 2013c. 在韓日系FPD材料サプライヤーにて行った筆者らによる企業関係者への聴
き取り，11月7日。
インタビュー 2018. 筆者による在韓日系半導体・FPD製造装置サプライヤーの関係者への聴き取
り（メール），10月30日。
インタビュー 2019a. 日系材料サプライヤー・本社にて行った筆者による企業関係者への聴き取
り，9月3日。
インタビュー 2019b. 日本半導体製造装置協会にて行った筆者による業界関係者への聴き取り，
10月29日。
インタビュー 2019c. 韓国・産業研究院にて行った筆者によるディスプレイ産業専門家への聴き
取り，11月28日。
【付記】本章で引用したインタビューのアレンジに際しては，本書の編者である
安倍誠氏をはじめ，大砂雅子教授（金沢工業大学，元日本貿易振興機構），御手
69
第2章　IT産業における日韓関係の展開
洗久巳氏（元野村総合研究所），深川博史教授（九州大学），加峯隆義氏（九州経
済調査協会）から多大なご助力をいただいた。2012 ～ 13年のインタビューは，
一部［2012b］を除き，すべて安倍誠氏と大砂雅子教授と実施したものである。
匿名で聴き取り調査に応じてくださった企業関係者の方々にも，ここに記して，
心からの謝意を表する。もちろん，本章のありうる誤りは，すべて筆者の責に帰
するべきものである。なお，本研究は，科学研究費補助金：基盤研究（C）「韓国・
台湾経済のキャッチアップの完了とイノベーションへの移行における課題」（研究
代表者：佐藤幸人，研究課題番号17K03752，研究期間：2017年度～ 2019年度）
の研究成果の一部である。
本書は「クリエイティブ・コモンズ・ライセンス表示-改変禁止4.0国際」の下で提供されています。
 https://creativecommons.org/licenses/by-nd/4.0/deed.ja
70白
